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本研究では，店舗ファサードに対する無意図的な視線の偏りが店舗の選好判断に影響を及ぼすとの仮説を措定
し，室内実験により同仮説を検証した．まちなかを回遊する際，しばしば無意図的に目が向かう店舗に好意を
抱くことがある．ある視覚対象への無意図的な視線の偏りは選好判断を向上させることが指摘されており，本
研究では店舗ファサード画像に対する無意図的な視線の偏りが同画像の選好を向上するとの仮説を措定し，同
仮説を二者択一強制選好判断課題により検討した．実験の結果，店舗ファサード画像に対する視線の偏りが選
好判断の確信度を高める傾向があるとの結果が得られた．
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1. はじめに

(1) 無意図的な視線の偏りが選好判断に与える影響
伝統的な心理学では内在化された対象への好ましさ

や価値により選好が形成され，その結果として行動が
実行されると考えられてきた．すなわち，選好によって
行動が実行されるとの因果関係が想定されてきたと言
える．
一方，選好とは直接的に関係がないと考えられる行

動の操作により，選好が影響を受けることが報告され
ている．例えば Shimojo et al.1)は，視覚行動を対象に，
実験参加者の視覚対象に対する無意図的な視線の偏り
が同対象の選好判断に影響を及ぼすことを心理実験に
基づき明らかにした．無意図的な視線の偏りは視線の
カスケード（Gaze Cascade）と呼ばれ，「好きだから見
る」とは異なる，「見るから好き」になる，すなわち視
覚行動により選好が形成されるとの因果関係を示すも
のである．
視線の偏りによる選好判断への影響を理論的に説明

するモデルでは，認知的評価システム（Cognitive As-

sessment Systems）と定位行動（Orienting Behavior）
の 2つの情報経路を仮定し，選好判断は両情報経路によ
り出力された信号をもとに決定されると説明する. 認知
的評価システムでは，これまでの経験に基づく選好に
関する典型例と目の前の視覚対象の特徴を比較し，そ

の結果を信号として出力する．もう一方の定位行動で
は，視覚対象に対する視線の動きを信号として出力す
る．出力された 2種類の信号は，並列的に意思決定モ
ジュール（Decision Module）に送られ，両信号の総和
が閾値に到達すると選好判断が実行される．このとき，
意思決定モジュールから定位行動へはフィードバック
ループが挿入されている．これにより，好ましい視覚
対象に対して無意図的な定位行動が促され，同行動の
促進により意思決定モジュールに送られる信号が増大
し，閾値に到達する結果，選好判断に至ると唱える.

(2) 無意図的な視線の偏りを利用した街並のデザイン
ここで，まちなか回遊時における無意図的な視線の
偏りが発生する状況を思い起こしてみると，例えばま
ちなかでしばしば目にする看板に対して徐々に好まし
さを感じた経験はないだろうか．こうした状況は，看
板に対する無意図的な視線の偏りにより，同対象への
選好が増す可能性を指摘することができよう．
街並整備に関与する主体は討議等により決定した特

定のテーマに即し街並を修景することを通じて，回遊
する歩行者に対して満足度の高い街並体験を提供する
ことを試みている．このとき，設定した特定の街並テー
マに関する要素への無意図的な視線の偏りを促進させ
るデザインを採用することできれば，同街並を回遊す
る際に特定のテーマに関する選好が高まり，その結果
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来街者の満足度が高まったり，再訪意識が向上したり
する可能性がある．
そこで本研究は，街並デザインと無意図的な視線の

偏りとの関係を把握することを目的とする．具体的に
は，街並デザインの例として，商業地街路を構成する
店舗ファサードに対象を絞り，店舗の選好判断におい
て視線のカスケードが生じること，また店舗への無意
図的な視線の偏りが店舗の選好判断に影響を及ぼす可
能性を室内実験により検証する．

(3) 視線の偏りの計測手法
Shimojo et al.1)は，選好判断の評定値が同程度の一

対の顔画像を画面の左右に 1画像ずつ提示し，実験参
加者により好ましい顔画像を判断し，手元のキーにて
報告することを要請する二者択一強制選好判断課題を
実施し，このときの視線を計測した．その結果，好まし
いとキー押しにて報告した約 1.6 秒前から，好ましい
と報告した顔画像に対して無意図的に視線が偏り始め
る視線のカスケードが生じることを明らかにした．さ
らに，選好が同程度の一対の顔画像について，いずれ
かを 300ms，もういずれかを 900msにて提示するよう
に設定し，これを 2，6，12回交互に提示する各条件に
て，顔画像の選好を判断し，報告する課題を実施した．
その結果，300 ms提示した顔画像と比較して 900 ms

提示した顔画像の方が選好判断の評定値が高くなるこ
と，さらに同評定値は顔画像の提示回数の増加に伴い
増加することを明らかにした．このことは，無意図的
な身体反応である視線の偏りが意識的な選好判断に影
響を及すと解釈された．
視線のカスケードは，選好判断の他にも認められる

ことが報告されている．例えば，Glaholt &Reingold2)

は，6つの画像を提示し，最も典型的な画像を判断する
よう要請した結果，最も典型的な画像だとキー押しにて
報告した約 600 ms前から，同画像に対して無意図的に
視線が偏り始める視線のカスケード現象が認められる
ことを示した．また，Glaholt & Reingold3)はより最近
撮影された写真を判断する条件，Nittono & Wada4)は
より明度が高い画像を判断する条件 ，Schotter et al.5)

はより嫌いなもの，より古いもの，より新しいものを
判断する条件を設定した二者択一強制選好判断課題を
実施した．その結果，いずれの実験においても選択判
断の直前から，最終的に選択した画像に対して無意図
的に視線の偏る，視線のカスケードが生じることを明
らかにした.

以上の研究成果は，提示画像に対する無意図的な視
線の偏りが，同画像の判断に影響を与えることを示し
ている．ただし，上記の研究成果は，図形や線画といっ
た無意味な画像あるいは顔といった有意味であるが非

常に感情価の高い画像を対象に，視線の偏りが選好判
断に及ぼす影響を検討しており，我々が日常的に目に
する風景や街並といったより複雑で多様な意味内容を
持つ視覚対象に対しても視線の偏りが選好判断に影響
を及ぼすかは定かでない．

(4) 店舗ファサードの類型化
平野 6)は，物理的要素に基づき店舗ファサードを類
型化した．具体的には，店舗ファサードは，各店舗が来
街者に向けて情報を発信しているとの立場に立ち，店
舗ファサード画像を物理的要素 2要素，「情報の量」と
「情報の種類」によって定量化することを通じて，3類
型に分類した．同研究では，八百屋の野菜のように店先
に陳列された実物商品を直観情報と呼び，同情報を多
く発信していることから直観的に店舗サービスを理解
できる店舗を「直観型店舗」，金券ショップのポスター
や値札のように店頭の文字を論理情報と呼び，同情報
を多く発信する店舗を「論理型店舗」と定義した．さ
らに，ブティックのように，ショーウィンドウにほとん
ど商品を陳列しない店舗，すなわち直観情報，論理情
報ともに少ない店舗を「抑制型店舗」と定義した．

(5) 目的
以上の議論を踏まえ，本研究では店舗ファサード画
像に対する視線の偏りが，同画像の選好判断に影響を
及ぼすとの仮説を措定し，二者択一強制選好判断課題
に基づき実験参加者が以下の特性を有することを示す
ことを通じて上記仮説を検証する．

• 店舗ファサード画像の選好判断において視線のカ
スケードが生じること，すなわち，肯定的な選好
判断を行った店舗ファサード画像に対して，同判
断直前に無意図的に視線の偏りが生じること．

• 店舗ファサード画像に対する無意図的な視線の偏
りが，同店舗の選好判断を向上させること．

2. 研究概要

(1) 店舗ファサード画像
本研究では，物理的要素及び心理的要素に基づき実
験に用いる店舗ファサード画像の統制を図る．具体的
には，平野 6)が定義した店舗ファサードの物理的要素
として情報の量，特に直観情報に着目し，同情報の多
寡により店舗ファサード画像の物理的要素に関する統
制を図る．まず，アイレベル（1.5m）から，店舗正面
に垂直になるように，さらに袖看板以外の店舗の情報
発信を網羅するように 120件の店舗を撮影した．つづ
いて，平野 6)を参考に，これらの店舗画像の 1階間口
面積に占める直観情報の面積にもとづき，直観情報が
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直観型店舗ファサード画像

抑制型店舗ファサード画像
図–1 提示した店舗ファサード画像の一例

55%以上の店舗ファサード画像を「直観型店舗」，直観
情報が 10%以下の店舗ファサード画像を「抑制型店舗」
とし，各 60画像選定することを通じて店舗ファサード
画像の物理的要素に関して統制を図った．店舗ファサー
ド画像は，Adobe Photoshop CS5（Adobe社）を用い，
モノクロ画像とし，またシャドウ及びハイライトのレ
ベル補正を施し，輝度を調整した．
次に，Russell & Lanius7)の感情価尺度を参考に，選

定した店舗ファサード画像に対して「嫌いな—好きな」，
「不快な—快い」の 2形容詞対を 11段階にて評価する
選好評定課題を実施した．実験参加者は，後述する二
者択一強制選好判断課題に参加しない学生 10名（男性
10 名，21.3 ± 0.46 歳）であった．各店舗ファサード
画像に対する各実験参加者の 2形容詞対の評定値の和
を算出し，同値に関する実験参加者の算術平均を店舗
ファサード画像の選好評定値と定義した．これらの店
舗画像を用いて二者択一強制選好判断課題を設定する.

具体的には，直観型店舗及び抑制型店舗それぞれに関
して，最も近い選好評定値を有する 2画像を一対とし，
二者択一強制選好判断課題に用いる提示画像を作成し
た．作成した一対の店舗ファサード画像の一例を図–1

に示す．
店舗ファサード画像の選好判断における視線のカス

ケードを検討する課題では，一対とした店舗ファサー
ド画像を画面の左右に配置し，提示する．実験参加者
には提示された店舗ファサード画像のうち，左右いず

れの画像が好ましいか選好判断し，報告をすることを
要請し，選好判断を行っている際の視線を計測する．実
験参加者が肯定的な選好判断をした店舗ファサード画
像に対して，判断直前に無意図的な視線の偏りが生じ
ることを明らかにする．
店舗ファサード画像に対する視線の偏りが選好判断
に及ぼす影響を検討する課題では，一対とした各店舗
ファサード画像を画面の左右に交互に提示する．この
とき，提示時間を操作する．実験参加者には，交互に
提示される店舗ファサード画像のうち，好ましい画像
を判断し，回答するように要請し，回答結果及び回答
時間を計測する．実験参加者に長く提示されていた店
舗ファサード画像，すなわち視線の偏りが生じた店舗
ファサード画像ほど，肯定的な選好判断を行い，また
同判断を確信を持って行うことを明らかにする．

(2) 分析方法
本研究では，店舗ファサード画像に対する視線のカス
ケードを検討する二者択一強制選好判断課題において，
店舗画像に対する実験参加者の視線の偏りを式 （1）–

（2） にてモデル化し，肯定的な選好判断を行った店舗
ファサード画像に対して時間経過に伴い視線の偏りが
生じることを明らかにする．このとき，同一箇所で 0.12

秒間の停留が観察された視線を凝視と定義し，肯定的
な選好判断を行った店舗ファサード画像内に凝視が入っ
ていたものを 1，凝視の入っていないものを 0とカウン
トした．既存研究 1)を参考に，実験参加者が選好を回
答した時刻から 1.6秒前を分析開始時刻，選好を回答し
た時刻を分析終了時刻とし同時間内で計測された凝視
を分析対象とした．

pij =
exp(θj)

1 + exp(θj)
(1)

θj = β0 + β1tj (2)

pij： 実験参加者 i の試行 j にて肯定的な選好判断を
行った店舗画像に対する凝視率

tj： 試行 j における経過時間（秒）
β0： 定数項
β1： 未知パラメータ

また，店舗ファサード画像に対する視線の偏りが選
好判断に及ぼす影響を検討する二者択一強制選好判断
課題において，実験参加者に長く提示されていた店舗
ファサード画像，すなわち視線の偏りが生じた店舗ファ
サード画像ほど，肯定的な選好判断をすることを選好
判断の差の検定，また回答の確信度を回答時間の差の
検定によって明らかにする．

第 61 回土木計画学研究発表会・講演集

 3



図–2 実験の様子

3. 実験結果

(1) 店舗画像に対する視線のカスケード
a) 実験参加者
実験参加者は，学生 20 名（男性 11 名，女性 9 名．

21.4 ± 1.11歳）であった．
b) 店舗ファサード画像
選定した一対の店舗ファサード画像を，各画像，視

角にして縦 15×横 20°の大きさとして，画面の上下
6.5°，左右 2°の余白を設け，配置した．画像の提示は
Tobii Studio Pro（Tobii社）にて制御し，各試行はラ
ンダムに提示した．
c) 手続き
図–2に示す通り，実験参加者は着座し，視覚実験用

顎台にて頭部を固定した状態で前方に設置された 23イ
ンチ LCD を両眼視し，キャリブレーションを実施し
た．その後，左人差し指をキーボード上の「F」キーに，
右人差し指を「J」キーに置いて反応するように要請さ
れた．
二者択一強制選好判断課題の 1試行の流れは以下に

示す通りであった．まず，試行開始の合図として画面
中央に 3秒凝視点を提示した．凝視点の消失後すぐに，
店舗ファサード画像を提示した．実験参加者には提示
された店舗ファサード画像のうち，左右どちらの画像
が好ましいか選好判断し，手元のキーボードにて回答
するように要請した（左：F，右：J）．視線はアイト
ラッカー（Tobii Pro nano，サンプリングレート 60 Hz，
Tobii社）にて計測し，回答後すぐに次の試行に切り替
わるように設定した．
以上に従い，計 60試行（2店舗種別× 30試行）を実

施した．各条件の順序は実験参加者ごとにランダム化
し，練習試行を 10試行実施したのち，本試行に進むよ
うに設定した．

表–1 ロジスティック回帰分析の結果

説明変数 偏回帰係数 z 値 p 値
時間経過（秒） −0.44 −14.0 0.00∗∗

定数項 0.58 90.9 0.00∗∗

データ数 1007
逸脱度 52.0
χ2 値 2.39∗∗(df = 1)

**：p < 0.01

d) 結果と考察
得られた実験結果を基に，式（1）（2）に示したモデ
ルを用いて，パラメータ推定を行った結果を表–1に示
す. 経過時間が肯定的な選好判断を行った店舗ファサー
ド画像に対する凝視に有意な影響を与えていることが
示された．パラメータの符号は正であり，これは選好
判断が近づくにつれて肯定的な選好判断を行った店舗
ファサード画像に凝視が向けられることを表現してい
る．このことは，実験参加者が肯定的な選好判断をし
た店舗ファサード画像に対して，判断直前に無意図的
な視線の偏りが生じる，視線のカスケードが発現して
いることを示す．

(2) 店舗画像に対する視線の偏りが選好判断に及ぼす
影響

a) 実験参加者
店舗ファサード画像に対する視線のカスケードを検
討する二者択一強制選好判断課題に参加していない学
生 21 名（男性 14 名，女性 7 名．20.1 ± 1.74 歳）で
あった．
b) 店舗ファサード画像
選定した一対の店舗ファサード画像を，各画像，視
角にして縦 15×横 20°の大きさとして，画面の上下
6.5°，左右 2°の余白を設け，配置した．画像の提示は
Tobii Studio Pro（Tobii社）にて制御し，各試行はラ
ンダムに提示した．
c) 手続き
1試行の流れは以下の通りであった．まず，試行開始
の合図として画面中央に 3秒凝視点を提示した．凝視
点の消失後すぐに，画面の左右に店舗ファサード画像
を提示し，いずれかを 300ms，もういずれかを 900ms

にて提示することとし，両店舗ファサード画像を交互
に提示するように設定した．本実験では，交互提示を
2，6，12回提示する 3提示条件を設定した．実験参加
者には交互に提示される店舗ファサード画像のうち，好
ましい店舗ファサード画像を判断し，手元のキーボー
ドにて回答するように要請した（左：F，右：J）．回答
後すぐに次の試行に切り替わるように設定した．
実験参加者は任意の提示条件を 1条件割り当てられ
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表–2 900ms提示画像を選択した回答割合

2 回提示 6 回提示 12 回提示
900ms の提示画像

51.4 53.3 54.0を選択した回答割合（%）
データ数 420 420 420

t 値 0.83 0.25
p 値 0.21 0.41

表–3 900ms提示画像を選択した回答時間

2 回提示 6 回提示 12 回提示
900ms の提示画像

0.86 0.63 0.67を選択した回答時間（秒）
データ数 420 420 420

t 値 2.88 0.35
p 値 0.01* 0.37

*：p < 0.05

（2回提示 7名，6回提示 7名，12回提示 7名），計 60

試行（2店舗種別× 30試行）を実施した．各条件の順
序及び店舗ファサード画像の提示時間の設定位置はラ
ンダム化し，練習試行を 10試行実施したのち，本試行
に進むように設定した．
d) 結果と考察
得られた実験結果を基に，900 msにて提示した店舗

ファサード画像が肯定的に選好判断された回答割合を
表–2に，回答時間を表–3に示す．回答割合について，
いずれの提示回数も 900 msにて提示した店舗ファサー
ド画像が肯定的に選好判断される割合は 50%程度であ
り，また，提示回数間に有意な差は認められなかった．
このことは，店舗ファサード画像に対する視線の偏り
の増加は選好判断に影響を及ばさないことを示す．
一方，回答時間について，提示回数の増加に伴い回

答時間が短縮する傾向が伺える．提示時間 2回と 6回
の回答時間は有意な差が認められ，このことは，店舗
ファサード画像に対する注視の偏りの増加により，同画
像に対する選好判断の確信度が増していることを示す．

4. まとめ

本研究では，店舗ファサード画像に対する視線の偏り
が，同画像の選好判断を向上させるとの仮説を措定し，
二者択一強制選好判断課題に基づき同仮説を検証した．
実験の結果，店舗ファサード画像の選好判断において，
肯定的な選好判断をした店舗ファサード画像に対して，

判断直前に無意図的な視線の偏りが生じる視線のカス
ケードが生じること，また店舗ファサード画像に対す
る視線の偏りは店舗画像の選好判断に影響を及ぼさな
い一方，選好判断の確信度が増すことを明らかにした．

謝辞: 本研究は JSPS科研費 JP18K13852を受けて実
施しました.
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